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日
本
銅
セ
ン
タ
ー
で
は
、去
る
五
月
三
十
一
日

に
東
京
「
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
」
に
お
い
て
定
時

総
会
お
よ
び
理
事
会
を
開
催
し
、左
記
の
通
り

役
員
を
選
任
し
た
。 

 〈
新
任
〉
会
　
　
長
　
槇
原 
紘 

　
　
　
　
　
　
　
　（
三
井
金
属
鉱
業（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　  

代
表
取
締
役
社
長
） 

〈
留
任
〉
副  

会  

長
　
古
河 

潤
之
助 

 

　
　
　
　
　
　
　    

（
古
河
電
気
工
業（
株
） 

　
　
　
　
　
　
　
　  

代
表
取
締
役
会
長
） 

〈
新
任
〉
副  

会  

長
　
佐
藤 

教
郎 

　
　
　
　
　
　
　
　（
日
立
電
線（
株
） 

　
　
　
　
　
　
　
　  

代
表
執
行
役
社
長
） 

〈
留
任
〉
専
務
理
事
　
横
井 

弘
明 

　
　
　
　
　
　
　
　（
日
本
伸
銅
協
会 

　
　
　
　
　
　
　
　  

専
務
理
事
） 

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
で
は
、去
る
五
月
三
十
一
日
、東
京
「
銀
座
東
武
ホ
テ
ル
」に
お
い

て
第
三
十
一
回
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
賞
の
表
彰
式
を
行
っ
た
。
受
賞
者
は
次
の
通
り
。 
 

●
東
京
芸
術
大
学
・
副
学
長 

　
宮
田 

亮
平 

　
〈
件
名
〉
銅
の
鍛
金
技
術
の
研
究
、並
び 

　
　
　
　 

に
後
進
の
育
成
と
指
導
に
貢
献 

 

●
リ
ン
ナ
イ
株
式
会
社 

　
〈
件
名
〉
ガ
ス
機
器
関
連
製
品
の
伸
銅
品 

　
　
　
　 

使
用
に
よ
る
長
年
の
需
要
貢
献 

 

●
東
京
電
力
株
式
会
社 

　
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー 

　
財
団
法
人
電
力
中
央
研
究
所 

　
〈
件
名
〉
　
　   

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
器 

　
　
　
　 

「
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
」用
高
効
率
熱 

　
　
　
　 

交
換
器
の
開
発  

 

●
株
式
会
社
内
藤
建
築
事
務
所 

　
〈
件
名
〉
病
院
物
件
へ
の
給
湯
配
管
用 

　
　
　
　 

銅
管
の
設
計
お
り
こ
み
促
進 

総会の後は懇親会が開かれ親睦が深められた。 
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総会 

このトロフィーは東京芸術大学名誉教授・三井安蘇
夫氏の作品。 
「始めて」発見する。「始めて」開発する。人間が行
う「始めて」の大切さ。その意味を込めて、人間が始
めて食べたというリンゴをモチーフにデザインされた。 
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■ 

編
集
　（
株
）ピ
ー
・
ア
ー
ル・
オ
ー 

「
銅
」
第
一
五
九
号 

平
成
十
六
年
九
月
二
十
五
日
発
行 

発
行
人
・
横
井 

弘
明 

発
行
所
・
社
団
法
人
日
本
銅
セ
ン
タ
ー 

　
東
京
都
台
東
区
上
野
一-

一
〇-

一
〇（
う
さ
ぎ
や
ビ
ル   

　  

） 

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
二
一 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
二
八 

　
関
西
事
務
所 

　 

大
阪
市
北
区
天
神
橋
三-

一-

三
五 

　 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
〇
六（
四
八
〇
〇
）八
六
三
九 

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
〇
六（
四
八
〇
〇
）八
六
四
一 

無
断
転
載
禁 

▼
国
内
銅
製
錬
所
ル
ポ
シ
リ
ー
ズ
の
第
五
回
目
は
玉
野

　
製
錬
所
。 

　
カ
イ
ゼ
ン（
改
善
）に
挑
む
姿
に
迫
力
を
感
じ
ま
し
た
。 

  ▼
韓
国
政
府
の
〃
食
の
門
番
〃
に
や
っ
と
の
思
い
で
イ
ン
タ

　
ビ
ュ
ー
が
実
現
。
意
外
な
反
応
に
正
直
び
っ
く
り
。 

　
銅
の
焼
き
網
で
骨
つ
き
カ
ル
ビ
を
一
度
い
か
が
で
す
か
。 

　
ホ
ン
ト
お
勧
め
で
す
。 

  ▼
銅
の
ヨ
ッ
ト
―
松
下
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、自
分
の
足
下

　
を
掘
る
生
き
方
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。 

  ▼
次
号
よ
り
　
　
判
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
の
頁
が
増
え
ま
す
。 

　
二
十
頁
立
て
、デ
ザ
イ
ン
を
一
新
。
新
「
銅
」
誌
に
衣
替

　
え
い
た
し
ま
す
。 

〈
委
員
長
〉
馬
場
一
憲（（
株
）神
戸
製
鋼
所
） 

〈
委
員
〉
鉱
山
／
増
田
勝
彦（
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル（
株
））

高
橋
渉（
パ
ン
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
カ
ッ
パ
ー（
株
））永
田

禎
彦（
日
本
鉱
業
協
会
）伸
銅
／
田
中
和
雄（
古

河
電
気
工
業（
株
））松
阪
和
則（
日
本
伸
銅
協
会
）

電
線
／
湯
谷
彰（（
株
）フ
ジ
ク
ラ
）宮
田
充（（
社
）

日
本
電
線
工
業
会
） 

　
こ
の
た
び
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
で
は
最

近
注
目
を
集
め
て
い
る
銅
の
抗
菌
力
に

つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
た
。
昔
か
ら
銅

の
抗
菌
力
は
、た
く
さ
ん
の
人
が
触
れ

る
ド
ア
ノ
ブ
や
コ
イ
ン
に
使
用
さ
れ
る

な
ど
、生
活
の
知
恵
と
し
て
活
用
さ
れ

て
き
た
。こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、さ
ま
ざ
ま

な
菌
に
対
す
る
銅
の
抗
菌
力
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
。さ
ら
に
最
新
の
試
験

結
果
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
と
な
っ
て
い

る
。 

ご
希
望
の
方
は
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
ま
で 

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
―
三
八
三
六
―
八
八
二
一 

　
去
る
六
月
二
十
九
日
〜
三
十
日
、国
際
銅
協
会
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
）、

ピ
ー
タ
ー
・
チ
ャ
ー
ル
ト
ン（Peter B

.C
harlton

）氏（
ア
ジ
ア
担

当
理
事
）が
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、日
本
銅
セ
ン
タ
ー
と
Ｉ

Ｃ
Ａ
関
連
事
業
に
関
す

る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。 

　
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
は
、

第
三
十
六
回
東
京
管
工

機
材
・
設
備
総
合
展
、第

二
十
五
回
名
古
屋
管
工

機
材
・
設
備
総
合
展
、熊

本
水
道
展
（
第
三
十
八

回
水
道
資
機
材
展
示
会
）

に
出
展
す
る
。
展
示
内

容
は
、給
水
・
給
湯
用
銅

管（
被
覆
銅
管
含
む
）お

よ
び
ヘ
ッ
ダ
ー
工
法
シ
ス

テ
ム
、ス
ラ
リ
ー
配
管
に

お
け
る
銅
管
の
利
用
、配
水
管（
本
管
）か
ら
の
取
り
出

し
管
へ
の
銅
管
の
利
用
な
ど
、例
示
を
通
し
銅
管
の
特

長
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。 

 

●
第
三
十
六
回
東
京
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展 

　
〈
会
期
〉
平
成
十
六
年
十
月
六
日（
水
）〜
十
月
八
日（
金
） 

　
〈
会
場
〉
東
京
都
立
産
業
貿
易
セ
ン
タ
ー
浜
松
町
館 

　
　
　     

日
本
銅
セ
ン
タ
ー
展
示
ブ
ー
ス 

五
階
四
十
三
番 

 

●
第
二
十
五
回
名
古
屋
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展 

　
〈
会
期
〉
平
成
十
六
年
十
月
十
四
日（
木
）〜
十
六
日（
土
） 

　
〈
会
場
〉
名
古
屋
市
吹
上
ホ
ー
ル（
中
小
企
業
振
興
会
館
） 

 

●
熊
本
水
道
展（
第
三
十
八
回
水
道
資
機
材
展
示
会
） 

　
〈
会
期
〉
平
成
十
六
年
十
月
二
十
七
日（
水
）〜 

　
　
　
　 

二
十
八
日（
木
） 

　
〈
会
場
〉
グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本
・
隣
接
駐
車
場（
屋
外
） 

　
　
　    

日
本
銅
セ
ン
タ
ー
展
示
ブ
ー
ス  

Ｈ
ゾ
ー
ン
二
十
一 
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